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本美しの森 お薦め国有林」のご紹介

詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト

（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/

katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。

ぬかびら野外スポーツ地域（北海道）

【概要】
　本地域は日本最大の広さを誇る大

だいせつざん

雪山国立公園内に位置し、釣りや登山、キャ
ンプ、スキー及び温泉保養等、四季を通じて様々な楽しみ方ができます。

【見どころ】
　毎年 6月末に開設する「国設ぬかびら野営場」はシラカンバ林に包まれた静か
なキャンプ場。小鳥の鳴き声で朝を迎える、キャンプならではの醍醐味を心行く
まで味わえます。開湯 100周年を迎えた「ぬかびら源泉郷温泉」が隣接している
ため、源泉かけ流しの温泉も同時に楽しむことができます。また、周辺にある国
の有形登録文化財に指定されている旧国鉄士

しほろ

幌線コンクリートアーチ橋梁群は、
開拓の歴史を伝える近代産業遺産であり、古代ローマの遺跡を彷

ほうふつ

彿させる姿から
不動の人気を誇っています。中でも特に代表的な「タウシュベツ川橋梁」は、糠
平湖の水位によりその姿が見え隠れすることから「幻の橋」と呼ばれており、運
がよければ眺めることができます。昨年は 7月中旬、一昨年は 11月中旬まで眺め
ることができました。

【イベント等】
　８月 10日（土）～ 12日（月・振休）には、北の大地の澄んだ青空を沢山の
カラフルな熱気球が彩る、夏の一大イベント「第46回北海道バルーンフェスティ
バル」が開催されます。また、日本一の広い公共牧場「ナイタイ高原牧場」を
全面ガラス張りの窓から一望できるスポット「ナイタイテラス」がリニューア
ルオープンしました。地平線まで緑が続く北海道らしい牧歌的な景観を是非体
感してください。オープンは10月末まで。

【アクセス】
　ぬかびら源泉郷：帯広駅から車で約70分

ニペソツ山を背景に湖面に映る初夏のタウシュベツ川橋
きょうりょう

梁（撮影：上士幌町役場商工観光課）
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風景林（愛媛県）

【概要】
　愛媛県西

さいじょう

条市にある石鎚風景林は、西日本最高峰（標高1,982m）の石鎚山北
斜面の中央部に位置し、登山道を覆う天然林は新緑や紅葉が美しく、瀬戸内海
を一望できる優れた風景を楽しむことができます。

【見どころ】
　風景林からの眺望とともに、これからの季節は６月にナンゴクコミネカエデ
（新緑・花）、７月にシコクイチゲ（花）など多くの植物に出会うことができます。
また、山麓の面

おもごけい

河渓では仁
によど

淀ブルーと呼ばれる青く澄んだ水が川底の白い岩に
映える美しい清流での水遊び等を楽しむことができます。

【イベント等】
　石鎚山には登山客や山岳信仰の参拝者ら年間約 10万人が訪れ、春のツツジや
サクラ、夏の星空、秋の紅葉、冬のスキーなど四季を通して自然を楽しめる様々
なイベントが開催されています。特に、今年は、愛媛県東

とうよ

予地域の振興イベン
ト「えひめさんさん物語」（～ 11/24）が開催され、石鎚山でも登山の初心者か
ら上級者まで幅広く参加できるプログラムが多数展開されます。

【アクセス】
　石鎚登山ロープウェー：いよ小松 ICから自動車で約 40分

瓶
かめがもり

ヶ森から石鎚風景林及び山頂を望む（撮影：愛媛森林管理署自然保護員）


